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フィールドデータの作成と分析のフィールドデータの作成と分析の
ための統合的な作業環境の開発ための統合的な作業環境の開発

－プロジェクト紹介－－プロジェクト紹介－
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研究の概要研究の概要

文法情報，音声転写など，言語学的なアノテーショ文法情報，音声転写など，言語学的なアノテーショ
ンを含むテキストコーパス作成のためのツール開発ンを含むテキストコーパス作成のためのツール開発
–– フィールドで利用できるよう，ポータビリティーとユーザビフィールドで利用できるよう，ポータビリティーとユーザビ
リティーに配慮リティーに配慮

WindowsWindows環境を想定し，ソフトウエアのプロトタイプ環境を想定し，ソフトウエアのプロトタイプ
ををTcl/TkTcl/Tkにより現在開発中により現在開発中
研究経過を研究経過を55月月2626--2727日の日の International International 
Workshop on Resources and Tools in Field Workshop on Resources and Tools in Field 
Linguistics Linguistics (Las Palmas, Spain) (Las Palmas, Spain) で発表予定で発表予定

マニュアルを作成し，開発プログラムとともに今年度マニュアルを作成し，開発プログラムとともに今年度
の科研報告書として公開する予定の科研報告書として公開する予定
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開発の動機開発の動機

フィールドでのテキストコーパス作成環境フィールドでのテキストコーパス作成環境

–– メタ情報を含んだシンプルな構造のテキストデータの作成メタ情報を含んだシンプルな構造のテキストデータの作成
と利用と利用

IPAIPAを利用できるテキスト編集環境を利用できるテキスト編集環境

–– UnicodeUnicodeを一貫して利用し，文字データとして直接を一貫して利用し，文字データとして直接IPAIPAをを
入力・編集入力・編集

–– IPAIPA入力補助ツールの開発入力補助ツールの開発

構造化言語を活用した検索システム構造化言語を活用した検索システム

–– 文法情報や音声転写など，特定のメタ情報について検索文法情報や音声転写など，特定のメタ情報について検索
をおこない，該当する単語や文を表示をおこない，該当する単語や文を表示
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基本的な仕様基本的な仕様

Unicode (utfUnicode (utf--8) 8) の利用の利用

IPAIPA入力支援入力支援

構造化されたデータ構造化されたデータ (XML) (XML) の利用の利用

––段落，文，単語レベルの記述段落，文，単語レベルの記述

––各レベルでの属性各レベルでの属性 ((文法的な情報，音声学的記文法的な情報，音声学的記
述，メモ述，メモ) ) の記述の記述

テキスト分析ツールテキスト分析ツール

–– KWIC, KWIC, grepgrep

––構造化データを利用した検索構造化データを利用した検索
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UnicodeUnicodeの利用の利用

テキストの表示，保存，検索にテキストの表示，保存，検索にUnicode (utfUnicode (utf--8) 8) を利用を利用
–– 多言語の混在可多言語の混在可

–– IPAIPAの利用可の利用可

IPAIPAを入力するための支援ツールを入力するための支援ツール (applet)(applet)
–– IPAIPAチャートチャート

–– 文字のコード順リスト文字のコード順リスト

数文字参照数文字参照 Numeric Character Reference Numeric Character Reference 
(&#(&#xxnnnnnnnn;) ;) を使ったを使ったUnicodeUnicode文字の変換文字の変換
–– UnicodeUnicode非対応ツールや非対応ツールやWWWWWWでのデータ利用でのデータ利用

数文字参照したファイルの書き出し数文字参照したファイルの書き出し

–– 外部プログラム実行時のデータ受け渡し外部プログラム実行時のデータ受け渡し

–– 数文字参照と数文字参照とUnicodeUnicode文字の混在文字の混在

検索プログラムでの処理検索プログラムでの処理
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XML (Extensible Markup XML (Extensible Markup 
Language) Language) の利用の利用

XMLデータ

テキスト
の読み込み

変換

<body><div>

<p><s><w gram=“品詞” lemm=“基本形”

phon=“発音”>単語</w>…</s>

<s>… </s></p>

</div>

<div>…</div></body>

データ構造を利用
したデータの表示

データ構造を利用
したテキスト検索

編集

一定のフォー
マットで作成
したテキスト
ファイル

http://www.mpi.nl/lrec/
http://www.mpi.nl/lrec/
http://www.mpi.nl/lrec/
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フィールドデータとデータの構造フィールドデータとデータの構造

フィールド調査データの種類フィールド調査データの種類
––単語リスト単語リスト←←表計算ツールの利用が可能表計算ツールの利用が可能

–– まとまったテキストまとまったテキスト
←←単なるテキストでは単なるテキストではメタ情報の追加が難しいメタ情報の追加が難しい

構造化されたテキスト構造化されたテキスト
––段落，文，単語レベルを明示段落，文，単語レベルを明示

––各レベルのアノテーション各レベルのアノテーション annotationannotation
文法情報文法情報 ((品詞，品詞，lemmalemma，語根，語根))
音声学的な転写音声学的な転写

メモメモ
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ターゲットとするデータ構造ターゲットとするデータ構造

要素要素 elementselements
<<bodybody>>テキスト全体テキスト全体</</bodybody>>
<<divdiv>>章章</</divdiv>>
<<pp>>段落段落</</pp>>
<<ss>>文文</</ss>>
<<ww>>単語単語</</ww>>
属性属性 attributesattributes
<w <w phonphon==““音声転写音声転写”” lemmlemm==““基本形基本形””
gram=gram=““文法情報文法情報””>>単語単語</w></w>
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データ構造を利用したデータの表示データ構造を利用したデータの表示

33タイプの表示形式タイプの表示形式

1.1. XMLXMLソース形式ソース形式

–– テキストの編集テキストの編集

2.2. 一覧表形式一覧表形式

–– 単語とその属性の一覧表示単語とその属性の一覧表示

3.3. テキスト表示形式テキスト表示形式

–– テキスト全体を閲覧するための形式テキスト全体を閲覧するための形式

–– 属性はポップアップメニューで表示属性はポップアップメニューで表示
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データ構造を利用したテキスト検索・データ構造を利用したテキスト検索・
分析分析

シンプルなテキスト検索シンプルなテキスト検索

–– UnicodeUnicode文字と数文字参照の同一処理文字と数文字参照の同一処理

–– 各表示形式ごとに検索メニューを装備各表示形式ごとに検索メニューを装備

拡張拡張 grepgrep
–– 特定の構造にある情報を検索し，該当する情報を含む文特定の構造にある情報を検索し，該当する情報を含む文
を表示を表示

拡張拡張 kwickwic
–– 特定の構造にある情報を検索し，該当する情報を含む単特定の構造にある情報を検索し，該当する情報を含む単
語を文脈つきで表示語を文脈つきで表示
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現時点での問題点現時点での問題点

記号の処理方法記号の処理方法

–– 補助記号が複数連続する補助記号が複数連続するIPAIPA
–– 表記方法が複数ある表記方法が複数あるUnicodeUnicode文字文字

UnicodeUnicodeに対応したアプリケーション作成の難しさに対応したアプリケーション作成の難しさ

–– Tcl/TkTcl/Tk: Windows9x: Windows9xシリーズでの動作の問題シリーズでの動作の問題

仕様の拡張仕様の拡張

–– デデータ形式のカスタマイズや，特定のデータ形式標準へータ形式のカスタマイズや，特定のデータ形式標準へ
の対応の対応

–– 新しいツールの登録，外部プログラムの利用新しいツールの登録，外部プログラムの利用


